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有有有有有有有有有有事事事事事事事事事事のののののののののの対対対対対対対対対対応応応応応応応応応応はははははははははは平平平平平平平平平平時時時時時時時時時時かかかかかかかかかか有事の対応は平時かららららららららららら

地域医療を守り国土強靱化に貢地域医療を守り国土強靱化に貢献献

岩砂病院・岩砂マタニティのＢＣＰ委員会のメンバー。前
列中央が岩砂智丈理事長（産科医）。2列目左端が稲葉室長

院内薬局（調剤室）で薬剤の確
認、散乱物の整理をした　

一般（内科）病棟のデイルーム。スタッフの少ない午後
6時30分発災の想定だったため、離床可能な患者をデイ
ルームに集めて、状態確認および患者管理を行った

災害対策本部では各部署からの災害状況報告をまとめた㊧、訓練中は災害対策本部に負荷をかけ
るため、シナリオが書かれたペーパーを本部員に渡し、対応してもらった㊨（2016年10年実施）

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
画
面
の
イ
メ
ー
ジ

地
下
水
量
や
水
質
を
遠
隔
監
視

給
水
確
保
し
被
災
者
支
援
へ

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

病
院
で
初
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
認
証

岩
砂
病
院
・
岩
砂
マ
タ
ニ
テ
ィ

荒井普及促進本部長

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
推
進
協
議
会
・
金
谷
年
展
氏
に
聞
く

国
土
強
靱
化
に
向
け
病
院
に
期
待

供
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
僑が
最
重
要
キ
ー
ワ
ー
ド
に

ウェルシィ
旺

王

欧

翁

横横横横横横横

横横横横横横横
殴 殴

穏

俺 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

襖 鴬横横横横横横横横横
れ
を
運
用
す
る
た
め
の
訓
練
な
ど
、
そ
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
特
に
病
院
な
ど
医
療
機
関
は
、
地
域
住
民

を
守
る
た
め
日
ご
ろ
の
防
災
訓
練
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
欠

か
せ
な
い
。
本
特
集
で
は
、
病
院
が
災
害
時
で
も
医
療
を

提
供
し
続
け
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、
病
院
の
取

組
み
や
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
考
え
た
い
。

　
あ
す
9
月
1
日
、「
防
災
の
日
」
を
迎
え
る
。
首
都
直
下

型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え
が
急
が
れ
る

中
、
平
時
で
も
有
事
で
も
使
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
や
、
そ

『
防
災
の
日
』
特
集

施
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

毒
、
感
染
症
や
、
車
中
泊
に

よ
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症

候
群
等
を
防
止
す
る
た
め
、

予
防
対
策
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
、
被
災
地
に
、
迅
速
に
感

染
症
対
策
に
関
す
る
ス
タ
ッ

フ
を
派
遣
す
る
」
▽
「
地
域

包
括
ケ
ア
に
関
し
、
大
規
模

災
害
時
に
も
要
配
慮
者
の
支

援
を
確
実
に
す
る
た
め
、
デ

ー
タ
活
用
や
関
係
者
間
に
お

け
る
情
報
共
有
を
可
能
と
す

る
、
ク
ラ
ウ
ド
技
術
等
を
活

用
し
た
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
構

築
に
取
り
組
む
」
―
こ
と
な

ど
。
金
谷
事
務
局
長
は
「
2

0
1
9
年
に
国
土
強
靭
化
基

本
計
画
の
改
定
が
あ
り
、
そ

れ
に
向
け
た
大
き
な
流
れ
も

加
わ
る
。
災
害
に
よ
っ
て
犠

牲
に
な
る
人
を
限
り
な
く
ゼ

ロ
に
す
る
と
と
も
に
そ
れ
が

成
長
戦
略
に
資
す
る
よ
う
な

を
運
営
し
、
緊
急
提
言
を
発

出
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

医
療
関
連
で
は
、
災
害
時
総

合
感
染
症
対
策
に
お
け
る
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

検
討
▽
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
地

域
包
括
ケ
ア
の
普
及
▽
災
害

医
療
等
に
お
け
る
Ｖ
ｔ
ｏ
Ｘ

（
自
動
車
か
ら
の
外
部
給
電
）

の
活
用
検
討
―
の
3
つ
の
Ｗ

Ｇ
が
活
動
し
て
お
り
、
今
年

6
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
国

土
強
靭
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
2
0
1
7
」
に
は
次
の
3

項
目
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
「
救
助
・
救
急
、
医
療
活

動
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
の
長
期
途
絶
」
に
対
応
す

る
た
め
、「
自
家
発
電
装
置

の
設
置
等
（
Ｖ
ｔ
ｏ
Ｘ
）
を

促
進
す
る
」
▽
「
被
災
地
に

お
け
る
疾
病
・
感
染
症
等
の

大
規
模
発
生
」
に
対
応
し
、

「
避
難
所
に
お
け
る
食
中

う
国
土
強
靭
化
推
進
本
部
が

で
き
た
。
そ
こ
が
従
来
の
防

災
と
の
根
本
的
な
違
い
。
ま

さ
に
こ
の
国
の
施
策
、
事
業

全
部
が
こ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

と
い
う
こ
と
で
ひ
と
く
く
り

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
た
。

　
国
土
強
靭
化
基
本
計
画

は
、
①
人
命
の
保
護
②
国
家

・
社
会
の
重
要
な
機
能
が
致

命
的
な
障
害
を
受
け
ず
維
持

さ
れ
る
こ
と
③
国
民
の
財
産

お
よ
び
公
共
施
設
に
係
る
被

害
の
最
小
化
④
迅
速
な
復
旧

復
興
―
を
基
本
目
標
と
し
、

取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
個

別
施
策
な
ど
を
毎
年
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
に
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
策
定
に
先
立
ち
、
同
推
進

協
議
会
は
大
小
十
数
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）

　
防
災
・
減
災
に
貢
献
す
る

国
土
強
靭
化
基
本
法
が
2
0

1
3
年
　
月
に
施
行
さ
れ
、

12

安
倍
晋
三
首
相
を
本
部
長
に

全
閣
僚
が
本
部
員
を
務
め
る

国
土
強
靭
化
推
進
本
部
に
よ

っ
て
「
国
土
強
靭
化
基
本
計

画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
（
2

0
1
4
年
6
月
）。

　
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン

推
進
協
議
会
は
、
同
基
本
計

画
の
達
成
に
向
け
、
産
・
学

・
官
・
民
の
英
知
を
結
集
し
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
立
国
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
2

0
1
4
年
7
月
に
設
立
さ
れ

た
。
会
長
は
、
三
浦
惺
・
Ｎ

Ｔ
Ｔ
会
長
が
務
め
、
会
員
は

約
　
社
、
幹
事
団
体
は
約
　

60

70

団
体
に
上
る
。
金
谷
事
務
局

長
は
、「
平
時
が
優
先
だ
か

ら
こ
そ
総
理
が
本
部
長
を
務

め
、
全
閣
僚
が
本
部
員
と
い

業
会
社
と
そ
の
関
連
会
社
が

手
掛
け
る
約
2
万
点
の
商
材

か
ら
、
①
イ
ン
フ
ラ
強
化
②

避
難
支
援
③
被
災
者
支
援
―

の
3
領
域
で
防
災
・
減
災
に

幅
広
く
役
立
つ
約
　
点
を
パ

40

ッ
ケ
ー
ジ
に
し
、
中
央
省
庁

や
自
治
体
な
ど
へ
の
提
案
を

強
化
す
る
。
こ
の
中
で
ウ
ェ

ル
シ
ィ
は
、
地
下
水
膜
ろ
過

シ
ス
テ
ム
を
主
軸
に
被
災
者

支
援
の
分
野
に
役
立
つ
商
材

を
提
案
し
て
い
き
た
い
考

え
。
他
方
、
ウ
ェ
ル
シ
ィ

は
、
事
業
継
続
計
画
を
継
続

的
に
検
証
・
改
善
す
る
仕
組

み
「
Ｂ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
」
を
運
用
し
、

事
業
継
続
に
か
か
わ
る
国
際

規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
2
2
3
0
1
や

国
土
強
靭
化
に
寄
与
す
る

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
認
証
」
を

取
得
、
自
社
や
顧
客
、
社
会

の
強
靭
化
に
寄
与
し
て
い

る
。
同
社
の
宮
田
栄
二
社
長

は
「
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
と

連
携
し
、
防
災
・
減
災
貢
献

製
品
を
世
の
中
に
出
し
て
い

く
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
も
発
展
さ
せ
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。

Ｓ
（
ウ
ェ
ル
ダ
ス
）
」
だ
。
こ

れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
水
質
や
水
量
、
水
位

な
ど
を
遠
隔
監
視
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
、
地
下
水
膜
ろ
過

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る

民
間
施
設
お
よ
び
自
治
体
に

設
置
し
、
将
来
的
に
は
全
国

に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
た
い
考
え
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
全
体
の

水
位
の
変
化
な
ど
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
例
え
ば
、
災
害
時
に
地

下
水
が
枯
れ
る
と
い
っ
た
情

報
を
把
握
し
、
ど
こ
に
行
け

ば
安
全
・
安
心
な
水
が
手
に

入
る
の
か
、
情
報
提
供
も
可

能
に
な
る
。

　
2
0
2
0
年
ま
で
に
地
下

水
膜
ろ
過
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
す
べ
て
の
施
設
に
Ｗ
ｅ

Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ａ
Ｓ
を
設
置
し
た
い

考
え
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
を

網
羅
す
る
地
下
水
脈
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
が
構
築
さ
れ
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
加
速
す
る
も
の
と
同
社

で
は
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
は
4
事

　
さ
ら
に
、
同
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
災
害
対
策
の
有
効

性
を
高
め
る
の
が
、
ウ
ェ
ル

シ
ィ
が
開
発
し
た
遠
隔
監
視

シ
ス
テ
ム
「
Ｗ
ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ａ

た
病
院
な
ど
医
療
機
関
は
医

療
提
供
を
維
持
で
き
、
同
時

に
被
災
し
た
地
域
住
民
に
無

償
で
水
を
提
供
す
る
な
ど
、

地
域
貢
献
に
も
つ
な
げ
た
。

と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
導
入
先

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
し
て
災
害
時
用

蛇
口
を
通
じ
て
地
域
に
水
を

提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
納

入
実
績
は
累
計
約
1
2
0
0

件
に
達
し
、
特
に
病
院
な
ど

医
療
・
介
護
施
設
向
け
は
約

　
％
を
占
め
て
い
る
。

44　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
先
が
自

治
体
や
自
治
会
な
ど
と
災
害

時
の
給
水
で
協
定
を
結
ぶ
事

例
も
　
件
に
上
る
。

29

　
導
入
効
果
は
、
①
Ｂ
Ｃ
Ｐ

②
Ｃ
Ｓ
Ｒ
③
経
済
性
④
環
境

保
全
―
の
4
つ
が
挙
げ
ら

れ
、
同
社
は
、供
非
日
常
に
は

日
常
で
対
応
す
る
僑
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
公
共
水
道
と
地

下
水
膜
ろ
過
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
2
元
給
水
体
制
の
構
築
を

訴
え
続
け
て
き
た
。
東
日
本

大
震
災
や
熊
本
地
震
で
は
、

公
共
水
道
が
断
水
す
る
中

で
、
同
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
）
グ

ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
水
処

理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
ウ
ェ
ル
シ
ィ
（
東
京
都

品
川
区
）
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
グ

ル
ー
プ
と
連
携
し
、
防
災
・

減
災
に
向
け
た
取
組
み
を
強

化
す
る
。
ウ
ェ
ル
シ
ィ
は
、

地
下
水
を
飲
料
化
す
る
地
下

水
膜
ろ
過
シ
ス
テ
ム
と
地
下

水
量
や
水
質
を
遠
隔
監
視
す

る
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
災
害

時
で
も
給
水
を
確
保
で
き
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
進
め
て
お
り
、

特
に
被
災
者
支
援
の
分
野
に

役
立
て
た
い
考
え
だ
。

　
地
下
水
膜
ろ
過
シ
ス
テ
ム

は
、
地
下
水
を
飲
料
化
し
て

平
時
か
ら
稼
働
さ
せ
る
こ
と

で
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
公
共

水
道
が
断
水
す
る
な
ど
の
非

常
時
に
も
水
を
確
保
す
る
と

Ｐ
策
定
が
義
務
化
さ
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
さ
ら
に
病
院

の
認
証
取
得
が
進
む
も
の
と

期
待
を
寄
せ
る
。
金
谷
事
務

局
長
も
「
災
害
に
よ
っ
て
生

じ
る
損
失
を
い
か
に
最
小
化

で
き
る
の
か
。
平
時
か
ら
考

え
て
取
り
組
ん
で
い
く
キ
ッ

カ
ケ
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話

す
。
特
に
病
院
に
つ
い
て

は
、「
認
証
取
得
病
院
と
言

え
ば
、
災
害
対
策
も
き
ち
ん

と
行
っ
て
い
る
と
い
う
安
心

感
を
与
え
ら
れ
る
」
メ
リ
ッ

ト
を
強
調
。
加
え
て
、
医
療

機
能
を
組
み
込
ん
だ
コ
ン
テ

ナ
を
車
両
や
船
で
移
動
す
る

「
医
療
コ
ン
テ
ナ
」
▽
Ｖ
ｔ

ｏ
Ｘ
▽
給
水
体
制
の
多
重
化

▽
災
害
時
に
も
使
用
で
き
る

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ト
イ
レ
」

―
な
ど
、
平
時
・
有
事
で
利

用
で
き
る
様
々
な
シ
ス
テ
ム

や
概
念
が
出
て
き
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
、
病
院
の
国
土

強
靭
化
に
向
け
た
新
し
い
取

り
組
み
に
も
期
待
を
寄
せ

た
。

ス
認
証
説
明
会
で
発
表
し
た

友
愛
会
の
稲
葉
明
日
香
・
法

人
本
部
経
営
企
画
室
室
長

は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
認
証
が

「
事
業
継
続
の
取
組
み
が
確

か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証

明
」
と
な
り
、
普
及
に
よ
っ

て
「
地
域
間
な
ら
び
に
同
業

種
間
の
連
携
」
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　
同
院
の
認
証
に
つ
い
て
同

推
進
協
議
会
の
荒
井
富
美
雄

普
及
促
進
本
部
長
は
「
以
前

か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
取
り
組
み
、

年
1
回
の
大
規
模
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ

訓
練
の
実
績
が
あ
り
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
認
証
制
度
の
仕
組

み
そ
の
も
の
と
一
致
し
て
い

た
こ
と
が
認
証
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
た
」
と
述
べ

た
。
今
後
、
2
0
1
9
年
ま

で
に
災
害
拠
点
病
院
の
Ｂ
Ｃ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
優
先
配
信

⑤
一
部
の
金
融
機
関
で
有
利

に
扱
わ
れ
る
―
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
医
療
機
関
と
し
て
第
1
号

の
認
証
と
な
っ
た
医
療
法
人

社
団
友
愛
会
岩
砂
病
院
・
岩

砂
マ
タ
ニ
テ
ィ
（
岐
阜
県
岐

阜
市
、
1
3
2
床
）
は
、「
専

門
家
か
ら
の
評
価
に
よ
り
さ

ら
な
る
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
得

る
」
こ
と
を
目
的
に
受
審
。

認
証
取
得
の
効
果
に
は
、
認

証
取
得
の
プ
ロ
セ
ス
が
現
状

認
識
と
課
題
整
理
に
役
立
っ

た
▽
認
証
に
よ
る
お
墨
付
き

が
そ
の
後
の
活
動
の
推
進
力

に
つ
な
が
っ
た
▽
医
療
機
関

と
し
て
第
1
号
の
認
証
と
な

り
、
ス
タ
ッ
フ
の
士
気
が
向

上
し
た
―
こ
と
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
名
古
屋

市
で
開
か
れ
た
レ
ジ
リ
エ
ン

い
こ
と
。
認
証
を
受
け
る
メ

リ
ッ
ト
に
は
、
①
自
ら
の
事

業
継
続
に
関
す
る
取
組
み
を

専
門
家
の
目
で
評
価
し
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
事
業
継

続
の
取
組
み
の
更
な
る
改
善

へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
②

認
証
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
名
刺
や

広
告
な
ど
に
記
載
し
て
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
③
認
証
組
織
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
推
進

協
議
会
や
内
閣
官
房
国
土
強

靭
化
推
進
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
認
証
取
得
団
体
と
し
て

公
表
さ
れ
る
④
セ
ミ
ナ
ー
・

証
す
る
も
の
で
、
国
民
運
動

と
し
て
国
土
強
靭
化
の
裾
野

を
広
げ
る
こ
と
が
目
的
。
こ

れ
ま
で
に
1
病
院
を
含
む
　71

団
体
が
取
得
し
た
。

　
認
証
取
得
の
要
件
は
、
①

事
業
継
続
の
方
針
策
定
②
同

分
析
・
検
討
の
実
施
③
同
戦

略
・
対
策
の
検
討
と
実
施
④

具
体
の
計
画
策
定
⑤
見
直
し

・
改
善
の
仕
組
み
⑥
事
前
対

策
の
実
施
⑦
教
育
・
訓
練
の

実
施
⑧
担
当
者
の
経
験
と
知

識
⑨
重
大
な
法
令
違
反
が
な

　
そ
の
他
、
同
推
進
協
議
会

で
は
、
▽
国
土
強
靭
化
貢
献

団
体
の
認
証
（
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
認
証
）
の
実
施
▽
一
般
へ

の
周
知
活
動
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
お
よ
び
ア
ワ
ー
ド
の
運
営

―
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
の
う
ち
、
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
認
証
は
、
2
0
1
6
年

4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
顧
客
や

取
引
先
か
ら
見
え
に
く
い
企

業
・
団
体
な
ど
の
事
業
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
向
け
た

取
組
み
を
第
三
者
に
よ
り
認

　
「
『
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
』
は
こ
れ
か
ら
の
最
重
要
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
」
―
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
推
進
協
議

会
の
金
谷
年
展
事
務
局
長
は
、
こ
う
予
測
す
る
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
、「
平
時
に
抵
抗
力
（
免
疫
力
）
を
、
有
事
に

回
復
力
（
復
元
力
）
を
持
ち
、
強
く
し
な
や
か
な
状
態
。
国
も
地
域
も
企
業
も
人
間
も
い
か
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
性
を

持
て
る
の
か
。
大
変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
」
と
強
調
す
る
。
病
院
な
ど
医
療
機
関
に
向
け
た
取
組
み
も
進
む
と
み

る
。
国
土
強
靭
化
担
当
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た
加
藤
勝
信
氏
が
こ
の
ほ
ど
、
厚
生
労
働
大
臣
に
就
任
し
た
こ
と
も
あ

り
、「
病
院
に
も
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
新
し
い
概
念
が
入
っ
て
く
る
の
で
は
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

ュ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
▽
9
月
　10

日
「
首
都
直
下
地
震
か
ら
命

を
守
ろ
う
！
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
―
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。
詳
細
は
、
公
式
サ
イ
ト

（h
t
t
p
:
/
/
s
h
u
t
o
b
o
.

j
p

）
を
参
照
。

1
人
1
匹
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
（
雨
天
決
行
、
荒
天

中
止
）。

　
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

9
月
9
日
と
　
日
の
2
日
間

10

「
楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学

ぼ
う
！
横
網
町
公
園
レ
ス
キ

伝
え
、
迫
り
く
る
次
の
大
地

震

の

被

害

を

軽

減

し

よ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
5

回
首
都
防
災
ウ
ィ
ー
ク
（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
9
月

1
日

か
ら
同
　
日

ま

10

で
、
東
京
都
横
網
町
公
園
・

東
京
都
慰
霊
堂
（
東
京
都
墨

田
区
）
で
開
か
れ
る
（
午
前

　
時
～
午
後
5
時
）。

10　
9
月
　
日
に
は
、
大
船
渡

10

市
の
戸
田
公
明
市
長
に
よ
る

特
別
講
演
「
東
北
復
興
と
首

都
防
災
の
連
携
」
が
行
わ
れ

る
ほ
か
、
大
船
渡
の
サ
ン
マ

6
3
4
匹
を
炭
火
焼
き
し
、

　
「
過
去
の
体
験
を
学
び
、

 首都防災ウィーク 

「東北復興と首都防災の連携」

テーマに講演会などを開催

9月1日～10日  横網町公園

金谷年展事務局長
（東京工業大学特任教授）

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

岩砂病院・岩砂マタニティのＢＣＰ訓練


